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１．学校規模に関する基本的な考え 

   

（１）小学校、中学校の標準とする学校規模は､１２～１８学級とする。 

 

（２）複式学級の解消に努める。 

  

（３）過大規模校（３１学級以上）は設置しない。 

 

２．当面存続する規模 

 当面存続する学校規模・学級規模の指針として、次のように設定する。 

 

（１）小学校 

  ① 学校規模  児童数は１００人程度以上が確保できる規模 

   ② 学級規模  １学級１５人程度以上が確保できる規模 

（２）中学校 

  ① 学校規模  生徒数は２７０人程度以上が確保できる規模 

   ② 学級規模  １学年３学級以上が確保できる規模 

  

３．配慮事項 

  学区の改編を進める際は、地域住民と十分な時間をかけて話し合い、理解と

合意のもとに進める。 

 

  


